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講座概要 

様々な「モノづくり」がありますが、この講座では、シンクロトロン放射光を用いた最先

端モノづくりについて分かりやすく紹介いたします。特に微細な構造を深く作ることがで

きるシンクロトロン放射光加工によって、空中映像の結像や既存のＸ線画像診断では観察

できなかった骨や体の組織の構造などを観察できる素子等を作製した例を紹介します。 

 

講座内容 

切削加工や造形等、様々なモノづくりの技術があります。日本は、自動車や電化製品等の

モノづくりが得意です。半導体素子の加工プロセスとして、光を用いる方法があります。

現在のプロセスでは、紫外線を用いていますが、Ｘ線を用いることも可能です。Ｘ線は、

紫外線に比べて波長が短いので、より小さな構造体を創製することができます。さらに、

Ｘ線を用いた微細加工技術は、Ｘ線の透過性が高く、切り立った構造を作製することが可

能となります。本講座では、このＸ線微細加工技術を実現するために、シンクロトロン放

射光を用いた加工技術の原理を紹介し、実際に本技術を用いて創製した構造や素子に触れ

て頂きながら紹介しました。Ｘ線加工が得意とする微細な切り立った構造を有する素子を

用いることで、映像を空中に結像する素子や既存のＸ線画像診断では観察できない軟骨の

構造等を映し出す素子を実現した例を紹介しました。 


